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「
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系
」
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の
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太

田

正

弘

　
「
神
道
大
系
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
発
足
し
た
「
神
道
大
系
」

第
一
回
配
本
（『
古
事
記
』）
の
月
報
（
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
）
に

松
下
幸
之
助
会
長
名
で
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

か
つ
て
文
部
省
に
お
い
て
は
、
政
府
事
業
と
し
て
、
国
民
精

神
文
化
研
究
所
に
「
神
道
大
系
」
の
編
纂
、
刊
行
を
計
画
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
敗
戦
の
混
乱
と
と
も
に
そ
れ
が
中
断

さ
れ
、
再
建
の
機
も
な
い
ま
ま
今
日
に
立
ち
至
つ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

右
に
も
見
え
る
如
く
、「
神
道
大
系
」
は
、
元
々
、
文
部
省
所

管
の
国
民
精
神
文
化
研
究
所
で
、
昭
和
十
七
年
一
月
に
始
ま
つ
た

も
の
で
、
そ
の
編
纂
の
“
末
席
に
列
な
つ
て
を
ら
れ
た
”
西
田
長

男
先
生
は
、
何
と
か
再
び
こ
れ
を
実
現
し
た
い
、
出
来
な
い
も
の

か
、
と
の
思
ひ
を
折
に
ふ
れ
て
洩
ら
さ
れ
て
ゐ
た
。

　

そ
れ
が
三
十
年
餘
の
歳
月
を
経
て
、
西
島
一
郎
氏
の
仲
介
に
よ

つ
て
、
松
下
幸
之
助
翁
の
助
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
私
は
当
事
者
で
は
な
い
の
で
記
す
こ
と

は
控
へ
る
が
、
そ
の
前
段
に
、「
神
道
大
系
」
の
実
現
は
無
理
と

し
て
、「
神
道
思
想
文
献
集
」
の
様
な
も
の
を
考
へ
て
を
ら
れ
た

時
期
が
あ
つ
た
。
私
の
手
元
に
、

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
八
日
記

本
月
十
四
日

西
田
先
生
の

示
教
に
よ
る

　

神
　
道
　
思
　
想
　
文
　
献
　
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

熱
田
神
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太　

田　

正　

弘

と
あ
る
罫
紙
に
書
か
れ
た
メ
モ
（
右
の
表
紙
共
四
枚
）
が
あ
る
。
約

随

想
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五
十
年
の
時
を
経
て
、
正
直
な
所
、
右
を
記
し
た
時
の
記
憶
は
な

い
が
、
当
時
の
手
帖
を
見
る
と
、

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
三
日　

高
速
バ
ス
で
上
京

　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
日　

午
前
、
西
田
先
生
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
、
無
窮
会
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕
、
西
田
先
生
宅
、
泊

と
あ
る
の
で
、
十
四
日
の
午
前
か
夜
に
聞
書
し
た
も
の
と
思
は
れ

る
。
そ
の
内
容
を
、
最
初
だ
け
記
し
て
み
る
と
、
次
の
様
で
あ
る
。

斎
部　
　

古
語
拾
遺

中
臣　
　

中
臣
寿
詞
（
台
記
別
記
）・
中
臣
祓
（
延
喜
式
）

伊
勢　
　

神
道
簡
要
・
神
祇
秘
抄
・
神
儒
仏
説

吉
田　
　

唯
一
神
道
名
法
要
集
・
神
道
大
意

吉
川　
　

神
道
大
意
註

垂
加　
　

神
代
巻
風
葉
集
・
垂
加
文
集

　

右
の
様
な
調
子
で
、
二
十
五
項
目
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

そ
の
う
ち
の
、「
縁
起
」
の
所
に
あ
る
「
住
吉
神

（
マ
マ
）社
神
代
記
」

は
、「
神
道
及
び
神
道
史
」
第
十
八
号
（
昭
和
四
十
七
年
七
月
）
に

特
輯
号
と
し
て
、
小
野
田
光
雄
稿
「
新訂
住
吉
大
社
神
代
記
」
に
な

つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
私
も
、
先
生
の
指
示
に
よ
る
も
の
か
、

自
ら
作
製
し
た
も
の
か
記
憶
に
な
い
が
、
真
福
寺
蔵
の
「
熊
野
縁

起
」
四
種
の
釈
文
と
解
題
の
草
稿
が
手
元
に
残
つ
て
ゐ
る
。
多
分
、

「
神
道
及
び
神
道
史
」
用
に
作
つ
た
が
、「
神
道
大
系
」
の
発
足
に

よ
り
、
そ
の
ま
ま
に
な
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　

以
上
、
西
田
先
生
の
心
中
に
あ
つ
た
戦
中
の
「
神
道
大
系
」
に

対
す
る
思
ひ
が
、「
神
道
思
想
文
献
集
」
と
云
ふ
形
で
実
現
さ
れ

よ
う
と
し
た
時
期
の
あ
つ
た
こ
と
を
記
憶
に
留
め
て
置
き
た
い
、

と
云
ふ
の
が
、
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
西
島
氏
の
仲
介
に
よ
り
松
下
翁
と
西
田
先
生
の
邂
逅

が
あ
り
、
神
道
大
系
編
纂
会
が
発
足
し
た
の
が
昭
和
五
十
年
十
一

月
（
同
五
十
二
年
三
月
、
財
団
法
人
）、
同
五
十
二
年
十
二
月
に
、
そ

の
第
一
冊
『
古
事
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
全
巻
の
完
成
を
見
ず

し
て
、
同
五
十
六
年
三
月
に
西
田
先
生
は
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

最
後
の
第
百
二
十
冊
目
の
『
風
土
記
』
が
、
編
纂
会
の
発
足
か

ら
二
十
年
を
経
て
、
平
成
六
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
明
年
（
令

和
三
年
）
は
、
早
く
も
西
田
先
生
の
歿
後
、
四
十
年
で
あ
る
。
そ

し
て
、
私
は
先
生
の
享
年
を
超
え
て
し
ま
つ
た
。
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